
口腔ケア新聞の発行にあたって
　　　　　　ここ数年、 外来患者さんやそのご家族から訪問診療のお
問い合わせやご依頼を受けるケースがとても増えてきまし
た。 小さなご病気されてしまったことがキッカケで、 寝たき
りになってしまわれたりして。 「いつもお元気でいいですね
」 って話をしていたのに ・ ・ ・ 。 そんなことが続いたので、
これは本格的に訪問診療に取り組まなければいけないかな
って、 強く思うようになりました。
　　　　　　そこで取り組みの一環として、 要介護者の歯と口に
関する情報を地域の介護に携わっている方にお届けし
ようと考え、 口腔ケア新聞を毎月１回発行しています。
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◆ 定期的に歯石を取り除くことが全身の疾患を予防することにつながります！◆

　　　　　皆さん、 こんにちは！　　　　　いかがお過ごしですか？     

津谷歯科医院、 院長の津谷　良です。

      さて今月は　、　　　『歯石　』　　　　　の情報をご紹介します。 歯に付いた細菌の塊

である歯垢は、 唾液中のミネラルと結びついて、　わずか数日で歯石

となります。 歯石は石のように硬く、 歯ブラシでは取ることはでき

ません。 しかもこの歯石が歯周病の主原因なんです。 歯周病は最も

感染者数が多い感染症としてギネスブックに掲載されている程で、

日本でも 50 代以降の約半数が罹患しています。 歯に歯石が付くと、

歯石を棲家とする歯周病菌から毒素が分泌され、 歯を支えている

歯周組織が徐々に破壊されていきます。 そして次第に歯はグラグ

ラとなり、 最後には抜かなければならなくなる大変怖い病気です。

歯周病は 45 歳以上の抜歯原因の第 1 位です。

おじいちゃん
　おばあちゃん
ありがとう！

食事の度に酸によって溶け出す歯

の表面を修復 （再石灰化） するた

め、 唾液中にはカルシウムやリン

等のミネラルが大量に含まれてい

ます。 歯垢は、 そのミネラルと結

びついて歯石になるので、 下の前

歯の裏側 （舌下腺） や上の奥歯の

辺り （耳下腺） は、 唾液の出口に

近く付きやすい場所です。

どんなに歯磨きを一生懸命やっても、 歯垢の１～２

割は磨き残してしまいます。 つまりどんな人でも

必ず歯石は付いてしまうということです。 また歯

石や歯石の中の細菌を歯ブラシで取ることはでき

ません。 特に悪さをする歯周ポ

ケット内の歯石は自分では見る

ことができませんので、 定期的

に歯科医院で専用の器具を用い

て除去する必要があります。

２ .　　　歯石の付きやすい場所
歯と歯ぐきの境目から上に付く歯石は、 主に歯垢と

ミネラルからなり、 乳白色で、 専用の器具を使えば

比較的簡単に取ることができます。 一方、 境目より

下の歯と歯ぐきの隙間の歯周ポケット内に付いてい

る歯石は、 歯垢とミネラルと血液

からなり、 黒っぽく、 歯に強く付着

しています。 この歯周ポケット内

の歯石が歯周病の原因となるもの

です。 いろいろな環境要因や個人

差はありますがおよそ 10 ～ 30 年

かけて病気はゆっくり進行してい

きます。 主な症状は出血、 腫れ、 強

い口臭、 歯がグラグラするといったもので、 重度

の歯周病では歯を抜かなければなりません。

また最近の研究から、 歯石中の歯周病菌等が歯ぐき

の出血部位から血管内に入り込み、 心臓や脳の血管

病変や糖尿病の悪化、 肺炎、 早産に関係していること

が明らかになっています。 現在、 約 10 種類の歯周病

菌が特定されています。

１ .　　　歯周ポケット内が危険　　！　　　全身にも　！　！

３ .　　　歯石を取り除くには ・ ・ ・

下の前歯付近

上の奥歯付近

血管を通って歯周
病菌等が全身へ

歯石を取るスケーラ

歯ぐきより
上の歯石

歯ぐきより
下の歯石


